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（
平
成
二
六
年
一
月
～
一
二
月
）　
　

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
編
集
会
議
・
専
門
部
会
　
報
告

Ⅰ　
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
報
告

平
成
二
六
年
度
第
一
回　
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　
日
時
　
平
成
二
六
年
八
月
八
日
（
金
）
午
後
二
時
～

　
場
所
　
熊
谷
市
立
商
工
会
館
　
二—
一
会
議
室

【
概
要
】

１
　
報
告
事
項

①
「
別
編
１
　
民
俗
」
の
刊
行
に
つ
い
て

　
・
飯
塚
委
員
よ
り
、
本
の
内
容
や
市
立
熊
谷
図
書
館
で
行
わ
れ

　
　
た
講
座
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

②
「
資
料
編
１
　
考
古
」
の
編
集
状
況
に
つ
い
て

　
・
柿
沼
委
員
よ
り
、
本
の
概
要
や
編
集
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
説
明
が
あ
っ
た
。

２
　
審
議
事
項

①
「
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
諮
問
）

　
・
八
月
五
日
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
「
市
史
編
さ
ん
大
綱
」

　
　
の
変
更
に
つ
い
て
諮
問
が
な
さ
れ
た
。
理
由
は
次
の
通
り
。

　
　
市
史
編
さ
ん
事
業
は
８
年
目
を
迎
え
る
が
、
こ
の
間
の
調
査
・

　
　
研
究
に
よ
り
、
熊
谷
市
内
に
は
手
つ
か
ず
の
重
要
な
歴
史
資

　
　
料
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

　
　
資
料
に
つ
い
て
も
遺
漏
な
く
調
査
し
、
市
史
編
さ
ん
事
業
を

　
　
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
現
実
的
な
年
次
計
画
の
変
更
が
必
要

　
　
に
な
っ
て
お
り
、
つ
い
て
は
「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
の

　
　
一
部
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。

・「
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
の
変
更
案
と
し
て
は
、
基
本
的
な
趣
　

旨
、
目
的
、
基
本
方
針
等
は
堅
持
し
、
刊
行
内
容
等
は
変
更

せ
ず
、
発
刊
期
間
を
「
平
成
一
九
年
か
ら
平
成
三
八
年
」
か
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ら
、「
平
成
一
九
年
か
ら
平
成
四
四
年
」
と
す
る
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
年
次
計
画
や
刊
行
計
画
を
変
更
す
る
。

・
委
員
か
ら
は
、
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
了
承
を
得

た
。
細
か
な
年
次
計
画
等
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
各
専
門

部
会
か
ら
も
意
見
を
集
め
、
そ
れ
を
考
慮
し
た
計
画
を
再

度
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
資
料
の
増
大
に
か
か
る
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
や
、
期
間
延
長
に
伴

う
後
継
者
の
問
題
に
つ
い
て
、
対
策
を
取
る
よ
う
意
見
が

あ
っ
た
。

②
「
別
編
２
　
妻
沼
聖
天
山
の
建
築
編
」
の
刊
行
に
つ
い
て

・
冊
数
（
三
千
冊
）
に
つ
い
て
、
も
っ
と
多
く
し
た
方
が
よ
い

  

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

Ⅱ　
熊
谷
市
史
編
集
会
議
報
告

日
時
　
平
成
二
六
年
三
月
九
日
（
日
）
午
後
二
時
～

場
所
　
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
　
第
二
講
座
室

【
概
要
】

１
　
経
過
報
告

　
・
平
成
二
五
年
度
編
さ
ん
委
員
会
報
告

　
・
平
成
二
四
年
度
編
集
会
議
報
告

３
　
各
専
門
部
会
活
動
報
告

４
　
事
務
局
が
行
う
基
礎
調
査
の
活
動
状
況

５
　
平
成
二
六
年
度
の
計
画
に
つ
い
て

６
　「
資
料
編
１ 

考
古
」
に
つ
い
て

　
・
柿
沼
幹
夫
考
古
専
門
部
会
長
よ
り
、
本
の
構
成
、
体
裁
等
に

　
　
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
専
門
的
な
表
現
が

　
　
多
く
な
る
の
で
、
考
慮
に
入
れ
て
欲
し
い
旨
の
意
見
が
あ
っ
た
。

７
　「
別
編
１
　
民
俗
」
に
つ
い
て

　
・
飯
塚
好
民
俗
専
門
部
会
長
よ
り
、
本
の
特
徴
等
に
つ
い
て
の

　
　
説
明
が
あ
っ
た
。

８
　
熊
谷
市
史
研
究
、
熊
谷
市
史
報
告
書
に
つ
い
て

９
　
そ
の
他

　
・
熊
谷
版
の
人
物
辞
典
や
古
典
籍
目
録
等
を
作
成
す
る
べ
き
で

　
　
は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
蛭
間
　
健
悟
）
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Ⅲ　
専
門
部
会
報
告

一　
考
古
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
古
専
門
部
会
長　
柿
沼
幹
夫　

○
考
古
専
門
部
会
の
開
催

平
成
二
五
年
度
第
三
回
　
平
成
二
六
年
一
月
一
一
日
（
土
）

　
　
原
稿
執
筆
状
況
の
確
認
、
遺
跡
の
掲
載
順
の
検
討
、
遺
跡
分

　
布
地
図
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
確
認
。

平
成
二
五
年
度
第
四
回
　
平
成
二
六
年
三
月
八
日
（
土
）

　
　「
熊
谷
の
遺
跡
概
観
」、
各
時
代
「
概
観
」
の
原
稿
内
容
検
討
、

　
綱
文
の
体
裁
確
認
。

平
成
二
六
年
度
第
一
回
　
平
成
二
六
年
六
月
一
五
日
（
日
）

　
　
語
句
の
統
一
、
概
観
の
記
述
内
容
検
討
、
校
正
の
工
程
確
認
、

　
口
絵
写
真
の
選
別
。

平
成
二
六
年
度
第
二
回
　
平
成
二
六
年
八
月
一
六
日
（
土
）

　
　
原
稿
語
句
の
統
一
、
巻
頭
写
真
の
検
討
、
通
史
編
章
目
立
て

　
の
検
討
。

平
成
二
六
年
度
第
三
回
　
平
成
二
六
年
九
月
二
七
日
（
土
）

　
　
校
正
の
状
況
、「
本
書
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
」
の
文
章

　
検
討
、
カ
バ
ー
写
真
・
ス
ケ
ッ
チ
の
検
討
、
通
史
編
割
り
当
て

　
の
確
認
。

平
成
二
六
年
度
第
四
回
　
平
成
二
六
年
一
一
月
一
五
日
（
土
）

　
　
序
文
、
凡
例
、
あ
と
が
き
等
の
確
認
、
口
絵
写
真
の
選
定
、

　
校
正
の
確
認
。

○
執
筆
・
校
正

　
平
成
二
七
年
三
月
末
刊
行
に
向
け
て
、
執
筆
・
校
正
作
業
を
行
っ

た
。
平
成
二
五
年
度
末
ま
で
に
原
稿
は
八
割
ほ
ど
集
ま
り
、
二
六

年
度
に
入
っ
て
残
り
の
原
稿
執
筆
と
校
正
を
並
行
し
て
進
め
た
。

第
二
回
目
以
降
の
会
議
日
程
に
合
わ
せ
て
、
各
員
が
校
正
を
進
め

て
く
れ
た
の
で
、
校
正
作
業
も
終
了
に
近
づ
い
て
い
る
。

○
通
史
編
の
章
目
立
て

　『
熊
谷
市
史
』
通
史
編
上
の
執
筆
作
業
開
始
に
向
け
て
、
平
成

二
六
年
三
月
九
日
に
古
代
、
中
世
、
考
古
の
各
専
門
部
会
長
に
よ

る
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、
体
裁
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

確
認
、
章
目
立
て
等
が
議
題
と
な
っ
た
。
旧
石
器
、
縄
文
、
弥
生
、

古
墳
時
代
に
つ
い
て
は
、
環
境
、
気
候
変
動
、
利
根
川
・
荒
川
、
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資
源
利
用
、
東
ア
ジ
ア
的
視
点
な
ど
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
章
目
立

て
を
検
討
中
で
あ
る
。
古
墳
時
代
以
降
に
つ
い
て
は
、
古
代
、
中

世
専
門
部
会
と
の
連
絡
・
調
整
を
よ
り
緊
密
化
し
た
い
。

二　
古
代
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
代
専
門
部
会
長　
宮
瀧　
交
二

古
代
専
門
部
会
で
は
、
平
成
二
六
年
度
も
ま
た
平
成
二
八
年
度
に

予
定
さ
れ
て
い
る
『
熊
谷
市
史
　
通
史
編
・
上
巻
（
原
始
・
古
代
・

中
世
）』（
以
下
、『
通
史
編
』
と
す
る
）
の
刊
行
に
向
け
て
の
準

備
作
業
を
実
施
し
た
。

　
年
間
を
通
し
て
部
会
構
成
員
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、『
通
史
編
』
の

刊
行
に
向
け
て
、
当
該
地
域
の
古
代
史
に
関
す
る
資
料
・
情
報
収

集
及
び
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果
の
把
握
に
努
め
た
。

　
ま
ず
本
誌
前
号
で
未
報
告
の
平
成
二
五
年
度
分
の
活
動
を
報
告

す
る
。
平
成
二
六
年
二
月
二
三
日
に
は
、大
東
文
化
大
学
板
橋
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
部
会
会
議
を
開
催
し
た
。
群
馬
大
学
名
誉
教
授
・

森
田
悌
著
『
武
蔵
の
古
代
史
―
国
造
・
郡
司
と
渡
来
人
・
祭
祀
と

宗
教
―
』
に
つ
い
て
の
合
評
会
を
行
い
、
各
人
が
担
当
箇
所
を
レ

ポ
ー
ト
し
、
問
題
点
に
つ
い
て
は
議
論
を
行
っ
た
。

　
平
成
二
六
年
三
月
二
一
日
に
は
、
部
会
会
議
及
び
市
内
視
察
を

行
っ
た
。
熊
谷
市
役
所
に
て
行
わ
れ
た
会
議
で
は
、『
通
史
編
』

担
当
部
会
長
会
議
に
お
い
て
決
定
し
た
大
枠
を
も
と
に
、
古
代
担

当
箇
所
の
方
針
等
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー

に
て
、
寺
内
廃
寺
や
在
家
遺
跡
の
資
料
を
検
討
し
た
。
次
い
で
、

西
別
府
祭
祀
遺
跡
（
湯
殿
神
社
）、
奈
良
神
社
を
視
察
し
た
。

　
平
成
二
六
年
一
二
月
三
日
に
は
、
大
東
文
化
大
学
板
橋
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
部
会
会
議
を
開
催
し
、『
通
史
編
』
の
原
稿
執
筆

の
第
一
歩
で
あ
る
目
次
案
の
作
成
に
着
手
し
た
。
今
後
は
、
平
成

二
七
年
三
月
に
考
古
専
門
部
会
及
び
中
世
専
門
部
会
と
実
施
を
予

定
し
て
い
る
目
次
案
の
摺
り
合
わ
せ
調
整
作
業
を
経
て
、
確
定
し

た
目
次
に
沿
っ
て
、
各
部
会
構
成
員
が
担
当
箇
所
の
原
稿
執
筆
に

取
り
組
む
も
の
と
し
た
い
。

　
ま
た
、
宮
瀧
は
平
成
二
七
年
一
月
二
〇
日
、
深
谷
市
教
育
委
員

会
の
御
協
力
を
得
て
、
深
谷
市
内
か
ら
出
土
し
た
墨
書
・
刻
書
土

器
、
刻
書
紡
錘
車
と
い
っ
た
古
代
の
遺
跡
出
土
文
字
資
料
の
調
査

を
実
施
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　 

（
平
成
二
七
年
一
月
末
日
現
在
）
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三　
中
世
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
世
専
門
部
会
長　
高
橋　
修　

１
　
専
門
部
会
会
議
の
開
催

①
第
一
回
専
門
部
会
会
議

　
　
　
　
　
　
　 
（
平
成
二
六
年
五
月
五
日
、
市
立
熊
谷
図
書
館
）

　
全
体
の
概
要
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
確
認
し
、
古
代
専
門
部
会

と
の
担
当
区
分
や
、
章
目
立
て
、
新
た
に
委
嘱
す
る
編
集
委
員
等

に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
主
担
当
は
、
平

安
時
代
後
期
―
鎌
倉
佐
保
委
員
、
鎌
倉
時
代
―
部
会
長
、
南
北
朝
・

室
町
時
代
―
田
中
大
喜
委
員
、
戦
国
時
代
―
齋
藤
慎
一
委
員
、
生

活
・
文
化
―
浅
野
晴
樹
委
員
と
し
、
章
・
節
・
見
出
し
、
執
筆
者

等
に
つ
い
て
案
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
そ
の
後
、
久
下
、
下
田
町
遺
跡
、
冑
山
、
村
岡
等
の
視
察
を
行
っ

た
。

②
第
二
回
専
門
部
会
会
議

　
　
　
　
　
　 

（
平
成
二
六
年
九
月
一
五
日
、
市
立
熊
谷
図
書
館
）

　
主
担
当
の
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
章
・
節
、
見
出
し
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
以
下
の
よ
う
に
決
定
し
た
。「
平
安
時
代
後
期
」

に
つ
い
て
は
、
平
忠
常
の
乱
以
降
を
中
世
の
担
当
と
す
る
よ
う
古

代
に
申
し
入
れ
を
行
い
、
一
部
の
執
筆
を
部
会
長
が
担
当
す
る
。

「
鎌
倉
時
代
」
に
つ
い
て
は
、う
ち
二
節
を
伊
藤
瑠
美
氏
に
依
頼
し
、

柴
﨑
啓
太
委
員
、
鎌
倉
委
員
が
各
一
節
を
執
筆
す
る
。「
南
北
朝
・

室
町
時
代
」
に
つ
い
て
は
、
う
ち
一
節
を
清
水
亮
氏
に
依
頼
す
る
。

「
戦
国
時
代
」
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
簗
瀬
大
輔
氏
に
執
筆
を
依

頼
す
る
。「
生
活
・
文
化
」
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
水
口
由
起
子

氏
に
依
頼
し
、
栗
岡
眞
理
子
委
員
も
執
筆
を
行
う
。
石
造
物
に
つ

い
て
は
、
野
口
達
郎
委
員
を
は
じ
め
石
造
物
担
当
の
編
集
委
員
、

仏
像
・
仏
画
等
に
つ
い
て
は
仏
像
専
門
部
会
の
編
集
委
員
が
担
当

す
る
。
こ
の
ほ
か
、
市
職
員
も
執
筆
を
行
う
。

　
な
お
、
こ
れ
を
受
け
、
平
成
二
七
年
二
月
一
日
付
け
で
、
簗
瀬

大
輔
氏
、
伊
藤
瑠
美
氏
、
清
水
亮
氏
の
三
名
が
熊
谷
市
史
特
別
調

査
員
に
委
嘱
さ
れ
た
。

２
　
石
造
物
調
査

①
旧
熊
谷
市
域
南
東
部
、
荒
川
南
地
域
調
査

　
七
月
ま
で
、昨
年
に
引
き
続
き
、荒
川
南
地
域
（
旧
大
里
町
地
域
、

吉
岡
地
区
）
等
の
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
期
間
に
、
計
一
二
回
、

の
べ
八
一
人
に
て
調
査
を
行
い
、
板
碑
、
五
輪
塔
、
宝
篋
印
塔
な

ど
二
七
六
点
を
確
認
し
た
。
こ
の
う
ち
、
今
回
の
調
査
で
新
た
に
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確
認
で
き
た
も
の
は
一
七
六
点
を
数
え
、
全
体
の
六
三
％
に
及
ん

だ
。
逆
に
確
認
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
が
一
七
点
あ
っ
た
。

②
中
世
石
造
物
調
査
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
二
六
年
七
月
二
〇
日
、
吉
岡
公
民
館
）

　
中
世
石
造
物
調
査
会
議
を
開
き
、
昨
年
度
の
調
査
結
果
を
報
告

し
、
本
年
度
以
降
の
調
査
計
画
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
報
告
書
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
体
裁
や
分
担
等
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ

た
。

③
未
調
査
地
点
調
査

　
同
九
月
以
降
、
過
去
六
年
間
の
調
査
に
お
い
て
、
調
査
が
終
了

し
て
い
な
い
地
点
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
七
年
度
に
は

す
べ
て
の
一
次
調
査
を
終
え
る
予
定
で
あ
る
。

四　
近
世
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
世
専
門
部
会
長　
北
村　
行
遠

　
近
世
専
門
部
会
で
は
、
平
成
二
六
年
の
主
な
活
動
と
し
て
、
平

成
二
五
年
度
第
三
回
部
会
、
平
成
二
六
年
度
第
一
回
部
会
、
第
二

回
部
会
を
開
催
し
た
。
平
成
二
六
年
度
は
あ
と
一
回
の
部
会
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
二
六
年
も
古
文
書
所

在
確
認
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
以
下
、
部
会
の
活
動
内
容
に
つ
い

て
略
述
す
る
。

平
成
二
五
年
度
第
三
回
近
世
部
会
（
平
成
二
六
年
三
月
七
日
）

・
古
文
書
調
査
に
つ
い
て

　
編
さ
ん
室
よ
り
古
文
書
の
所
在
確
認
・
調
査
状
況
の
報
告
が
あ

り
、
調
査
終
了
の
文
書
群
と
し
て
、
東
別
府
の
田
村
五
郎
家
文
書

を
は
じ
め
九
件
の
説
明
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
現
在
調
査
中
の
文

書
群
に
つ
い
て
、
平
塚
新
田
の
山
下
一
夫
家
文
書
を
は
じ
め
二
七

件
の
報
告
を
う
け
た
。
昨
年
度
以
前
の
調
査
継
続
中
の
古
文
書
も

多
い
が
、
専
門
部
会
の
要
望
に
応
え
つ
つ
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
新
た
に
受
け
入
れ
を
し
た
文
書
群
と
し
て
、
妻
沼
台
の
田
部

井
一
郎
家
文
書
ほ
か
三
件
と
、
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
古
文
書
の

説
明
が
あ
っ
た
。

・
資
料
編
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
資
料
編
（
三
冊
）
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、
担
当
者

に
よ
っ
て
目
次
案
が
提
出
さ
れ
た
。
今
後
と
も
古
文
書
調
査
の
進

捗
状
況
と
合
わ
せ
て
、
よ
り
具
体
的
な
構
成
案
を
提
示
す
る
方
向

で
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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・
古
文
書
所
在
確
認
調
査
に
つ
い
て

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
三
月
二
一
日
（
金
・
祝
）・
二
二
日
（
土
）

の
二
日
間
で
市
内
の
古
文
書
所
在
確
認
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
が

提
案
さ
れ
、
部
会
に
て
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
遠
隔
地
の
調
査
と

し
て
、
市
内
で
活
躍
し
た
近
江
商
人
の
動
向
を
調
査
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
、
次
回
の
部
会
ま
で
に
調
査
先
を
具
体
的
に
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
二
六
年
度
第
一
回
近
世
部
会
（
平
成
二
六
年
七
月
一
八
日
）

・
古
文
書
調
査
に
つ
い
て

　
編
さ
ん
室
よ
り
古
文
書
の
所
在
確
認
・
調
査
状
況
の
報
告
が
あ

り
、
調
査
終
了
の
文
書
群
と
し
て
、
代
の
代
島
久
輝
家
文
書
は
じ

め
五
件
の
説
明
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
現
在
調
査
中
の
文
書
群
に

つ
い
て
、
平
塚
新
田
の
山
下
一
夫
家
文
書
を
は
じ
め
二
七
件
の
報

告
を
う
け
た
。昨
年
度
以
前
の
調
査
継
続
中
の
古
文
書
も
多
い
が
、

専
門
部
会
の
要
望
に
応
え
つ
つ
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
新
た

に
受
け
入
れ
を
し
た
文
書
群
と
し
て
、
妻
沼
の
小
池
仁
家
文
書
ほ

か
四
件
と
、
購
入
し
た
古
文
書
の
説
明
が
あ
っ
た
。

・
資
料
編
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
資
料
編
（
三
冊
）
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、
担
当
者

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
捗
状
況
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
近
世

前
期
の
忍
藩
領
や
、
妻
沼
陣
屋
さ
ら
に
は
陣
屋
支
配
に
関
わ
る
幕

政
全
般
な
ど
の
調
査
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
、
よ
り
具
体
的
な
構

成
案
を
提
示
す
る
方
向
で
調
査
・
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
古
文
書
所
在
確
認
調
査
に
つ
い
て

　
平
成
二
六
年
三
月
二
一
日
・
二
二
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
古
文
書

所
在
確
認
調
査
の
結
果
報
告
が
な
さ
れ
た
。
石
原
・
妻
沼
・
三
ヶ
尻
・

久
下
な
ど
の
地
域
で
調
査
を
お
こ
な
い
、
新
た
に
古
文
書
や
絵
図

の
確
認
が
と
れ
た
場
所
も
あ
っ
た
が
、
県
史
や
旧
熊
谷
市
史
、
旧

妻
沼
町
誌
な
ど
で
す
で
に
古
文
書
の
所
在
が
判
明
し
て
い
る
場
所

に
も
再
調
査
を
お
こ
な
っ
た
際
に
、
古
文
書
が
散
逸
し
て
し
ま
っ

た
所
蔵
者
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
た
。
か
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
調
査

に
際
し
て
自
宅
で
保
管
し
た
ま
ま
の
所
蔵
者
に
つ
い
て
は
、
市
史

編
さ
ん
の
状
況
に
応
じ
て
、
保
存
状
況
も
含
め
て
改
め
て
調
査
す

る
必
要
性
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　
ほ
か
に
遠
隔
地
の
調
査
計
画
と
し
て
、
近
江
商
人
関
係
で
滋
賀

大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
（
彦
根
市
）
と
酒
造
お
よ
び
吉
田
市

右
衛
門
家
関
係
で
関
西
学
院
大
学
図
書
館
（
神
戸
市
）
へ
の
調
査

が
提
案
さ
れ
、
そ
の
旨
了
承
さ
れ
た
。
　
　

平
成
二
六
年
度
第
二
回
近
世
部
会
（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
四
日
）

・
古
文
書
調
査
に
つ
い
て
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編
さ
ん
室
よ
り
古
文
書
の
所
在
確
認
・
調
査
状
況
の
報
告
が
あ

り
、
調
査
終
了
の
文
書
群
と
し
て
、
妻
沼
の
小
池
瑞
枝
家
文
書
、

弥
藤
吾
の
小
暮
千
吉
家
文
書
の
説
明
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
現
在

調
査
中
の
文
書
群
に
つ
い
て
、
平
塚
新
田
の
山
下
一
夫
家
文
書
を

は
じ
め
三
〇
件
の
報
告
を
う
け
た
。
調
査
継
続
中
の
古
文
書
も
多

い
が
、
随
時
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

新
た
に
受
け
入
れ
を
し
た
文
書
群
と
し
て
、
弥
藤
吾
の
大
山
雄
三

氏
収
集
文
書
や
編
さ
ん
室
が
購
入
し
た
古
文
書
な
ど
九
件
の
説
明

が
あ
っ
た
。

・
資
料
編
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
担
当
者
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
捗
状
況
の
報
告
が
あ
っ
た

が
、
妻
沼
に
つ
い
て
は
、
歓
喜
院
文
書
の
調
査
報
告
に
つ
い
て
、

熊
谷
宿
に
つ
い
て
は
、
中
山
道
沿
い
の
本
陣
関
係
文
書
の
所
在
お

よ
び
研
究
状
況
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。
よ
り
具
体
的
な
構
成
案

を
提
示
す
る
方
向
で
調
査
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
古
文
書
所
在
確
認
調
査
に
つ
い
て

　
例
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
古
文
書
所
在
確
認
調
査
で
あ
る
が
、

専
門
調
査
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
こ
れ
ま
で
に
所
在
の
確
認
が
な

さ
れ
た
古
文
書
の
整
理
を
含
め
た
調
査
状
況
な
ど
も
鑑
み
、
今
年

度
は
お
こ
な
わ
な
い
旨
が
了
承
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
十
分
に
所
在

確
認
が
な
さ
れ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
の
で
、
今
後
と
も
必
要
に

応
じ
て
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
来
年
度
の
遠

隔
地
の
調
査
に
忍
領
関
係
で
常
磐
歴
史
史
料
館
、
酒
造
関
係
で
新

潟
地
域
の
史
料
調
査
が
提
案
さ
れ
た
。

・
市
史
編
さ
ん
年
次
計
画
な
ど
の
変
更
に
つ
い
て

　「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
の
一
部
変
更
に
と
も
な
い
、資
料
編
・

通
史
編
の
調
査
期
間
お
よ
び
刊
行
時
期
の
変
更
が
な
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
資
料
編
は
平
成
三
二
年
、
同
三
五
年
、
三
八
年
、
通
史

編
は
同
四
一
年
の
刊
行
に
変
更
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
部
会

に
お
い
て
了
承
さ
れ
た
。

　五　
近
代
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
代
専
門
部
会
長　
村
田　
安
穗
　

１
　
平
成
二
五
年
度
近
代
・
現
代
専
門
部
会
合
同
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
二
六
年
二
月
一
一
日
、
商
工
会
館
）

　
ま
ず
、
各
部
会
の
資
料
編
目
次
案
進
捗
状
況
を
報
告
し
あ
い
情

報
共
有
を
図
っ
た
。
次
に
事
務
局
か
ら
活
動
報
告
を
う
け
た
後
、

資
料
編
体
裁
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
現
代
専
門
部
会
か
ら
資
料
編
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（
旧
妻
沼
地
域
）
刊
行
の
経
緯
や
戦
後
資
料
の
不
足
な
ど
の
説
明

が
あ
り
、審
議
の
結
果
、下
記
の
案
で
同
意
を
得
た
。
資
料
編（
旧

妻
沼
地
域
・
一
冊
）は
一
冊
の
中
で
近
代
と
現
代
に
分
け
て
総
説
・

章
節
を
組
み
立
て
る
こ
と
。
解
説
に
つ
い
て
現
代
専
門
部
会
で

は
資
料
不
足
を
補
う
た
め
叙
述
を
し
て
、
各
部
会
の
方
針
で
執

筆
を
行
う
。
資
料
編
（
旧
熊
谷
地
域
・
二
冊
）
は
近
代
、
現
代

で
巻
を
分
け
る
の
で
は
な
く
、
資
料
数
を
勘
案
し
て
巻
を
分
け

る
こ
と
と
す
る
。
章
節
の
上
に
部
を
作
成
し
て
パ
ー
ト
ご
と
に

解
説
を
付
け
る
。
協
議
す
べ
き
事
項
が
生
じ
た
場
合
は
、
再
度

合
同
部
会
を
開
く
こ
と
と
し
た
。

２
　
平
成
二
六
年
度
第
一
回
近
代
専
門
部
会

　
　
　
　（
平
成
二
六
年
八
月
三
一
日
、熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
）

　
事
務
局
よ
り
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
諮
問
し
た
内
容
の
検
討

を
打
診
さ
れ
近
代
専
門
部
会
で
協
議
を
行
っ
た
。
近
代
専
門
部

会
と
し
て
は
、
通
史
編
刊
行
ま
で
に
委
員
の
引
き
継
ぎ
を
考
慮

す
る
必
要
等
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
近
代
専
門
部
会
で
も
吉
田

市
右
衛
門
記
録
の
よ
う
な
史
料
集
を
出
し
た
い
と
の
意
見
を
得

た
。
資
料
編
目
次
の
執
筆
分
担
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
に
て
執

筆
担
当
を
記
入
し
た
も
の
を
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
、
そ
れ
を

も
と
に
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
最
後
に
事
務
局
よ
り
活
動

報
告
を
受
け
、
妻
沼
小
池
家
文
書
を
中
心
と
し
た
文
書
群
の
調
査

を
部
会
全
員
で
実
施
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
な
お
、
午
前
中

は
希
望
者
に
よ
る
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
所
蔵
文
書
調
査
を
実
施

し
た
。

・
資
料
調
査
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　（
平
成
二
六
年
一
一
月
三
〇
日
、
妻
沼
展
示
館
）

　
妻
沼
展
示
館
に
収
蔵
・
借
用
し
て
い
る
文
書
群
の
調
査
を
実
施

し
た
。
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
分
野
に
関
わ
る
文
書
・
新
聞
な
ど

を
閲
覧
し
、
必
要
に
応
じ
て
事
務
局
に
写
真
デ
ー
タ
の
提
供
を
依

頼
し
た
。
ま
た
、
事
務
局
よ
り
提
案
の
あ
っ
た
市
指
定
文
化
財
の

元
素
楼
関
係
文
書
を
史
料
集
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、
了
承
し
た
。
最
後
に
次
回
の
近
代
専
門
部
会
会
議
日

を
決
定
（
平
成
二
七
年
三
月
一
五
日
）
し
て
、
午
前
中
は
希
望
者

に
よ
る
妻
沼
展
示
館
で
の
資
料
調
査
と
し
た
。
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六　
現
代
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
代
専
門
部
会
長
代
理　
高
橋　
信
之

　
１
　
平
成
二
五
年
度
近
代
・
現
代
専
門
部
会
合
同
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
二
六
年
二
月
一
一
日
、
商
工
会
館
）

　
各
部
会
か
ら
資
料
編
目
次
案
の
検
討
・
資
料
調
査
の
進
捗
状
況

を
報
告
し
あ
い
情
報
共
有
を
図
っ
た
。
次
に
事
務
局
の
活
動
報
告

を
う
け
た
後
、
資
料
編
体
裁
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
現
代
専
門
部

会
か
ら
は
資
料
編
（
妻
沼
編
）
刊
行
の
経
緯
や
戦
後
資
料
の
不
足

な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
次
の
案
で
同
意
を
得
た
。
資

料
編
（
旧
妻
沼
地
域
）
は
一
冊
の
中
で
近
代
と
現
代
に
分
け
て
総

説
・
章
節
を
組
み
立
て
る
。
解
説
に
つ
い
て
現
代
専
門
部
会
で
は

資
料
不
足
を
補
う
た
め
の
叙
述
を
配
慮
し
た
上
で
、
各
部
会
の
方

針
で
執
筆
を
行
う
。
資
料
編
（
旧
熊
谷
地
域
・
二
冊
）
は
近
代
、

現
代
で
巻
を
分
け
る
の
で
は
な
く
、
資
料
数
を
勘
案
し
て
巻
を
分

け
る
こ
と
と
す
る
。
章
節
の
上
に
部
を
作
成
し
て
パ
ー
ト
ご
と
に

解
説
を
付
け
る
。
な
お
、
協
議
事
項
は
各
部
会
で
検
討
し
再
度
合

同
部
会
を
開
く
こ
と
と
し
た
。

２
　
平
成
二
六
年
度
第
一
回
現
代
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　（
平
成
二
六
年
七
月
六
日
、
妻
沼
展
示
館
）

　
各
委
員
の
活
動
状
況
を
報
告
し
あ
い
、
産
業
関
係
で
は
熊
谷
商

工
会
議
所
資
料
調
査
、
教
育
関
係
で
は
小
・
中
学
校
調
査
、
社
会
・

労
働
で
は
新
聞
・
社
史
・
刊
行
物
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
報
告
、
そ
の
成
果
を
共
有
し
た
。
今
後
の
調
査
は
旧
熊
谷

町
役
場
文
書
や
本
庁
に
あ
る
永
年
保
存
文
書
調
査
を
視
野
に
い
れ

つ
つ
も
、
資
料
編
（
旧
妻
沼
地
域
・
一
冊
）
が
先
な
の
で
、
引
き

続
き
妻
沼
地
区
の
企
業
、
団
体
調
査
が
優
先
事
項
で
あ
る
と
の
共

通
理
解
を
得
た
。
最
後
に
事
務
局
よ
り
活
動
報
告
を
う
け
た
。
な

お
、
午
前
中
は
市
史
編
さ
ん
室
に
あ
る
文
書
類
の
資
料
調
査
を
実

施
し
た
。

３
　
平
成
二
六
年
度
第
二
回
現
代
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
六
日
、
妻
沼
展
示
館
）

　
事
務
局
よ
り
市
史
編
さ
ん
委
員
会
に
諮
問
し
た
内
容
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
ら
れ
、
現
代
専
門
部
会
で
協
議
を
行
っ
た
。
現
代
専

門
部
会
と
し
て
の
意
見
は
、
通
史
編
刊
行
ま
で
考
慮
す
る
と
委
員

の
引
き
継
ぎ
と
、
掲
載
す
る
現
代
の
下
限
に
つ
い
て
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
等
の
意
見
が
出
た
。
次
に
事
務

局
活
動
報
告
を
受
け
た
後
、
各
委
員
の
活
動
状
況
を
報
告
し
あ
い
、
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共
有
化
を
図
っ
た
。
中
で
も
く
ま
が
や
農
協
調
査
、
妻
沼
青
果
市

場
調
査
、
学
校
調
査
の
成
果
を
共
有
し
て
、
今
後
も
農
協
、
企
業

調
査
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
午
前
中
は
市
史
編
さ

ん
室
に
あ
る
文
書
類
の
資
料
調
査
を
実
施
し
た
。

七　
民
俗
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
俗
専
門
部
会
長　
飯
塚　
好
　

一
　
平
成
二
五
年
度
第
五
回
民
俗
専
門
部
会

　
　
日
時
　
平
成
二
六
年
二
月
一
日
（
日
）　
午
後
一
時
三
〇
分
～

　
　
場
所
　
妻
沼
展
示
館

　
民
俗
編
校
正
稿
の
確
認
、
挿
図
・
挿
入
写
真
の
編
集
作
業
を
行

う
。
伝
説
等
に
係
る
挿
画
を
採
用
す
る
。

　
校
正
終
了
後
、
印
刷
ま
で
の
間
、
校
正
確
認
を
執
筆
者
ご
と
に

対
応
す
る
こ
と
で
実
施
し
、
最
終
確
認
を
部
会
長
の
判
断
で
進
め

た
。
予
定
通
り
、
三
月
中
の
刊
行
を
み
た
。

　二
　
平
成
二
六
年
度
一
回
民
俗
専
門
部
会
　

　
　
日
時
　
平
成
二
六
年
六
月
二
二
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
～

　
　
場
所
　
熊
谷
図
書
館

　
民
俗
編
刊
行
後
、
配
本
状
況
の
確
認
や
協
力
者
等
へ
の
配
布
に

つ
い
て
説
明
。
本
編
の
刊
行
を
持
っ
て
部
会
活
動
は
停
止
と
な
る
。

補
足
等
の
必
要
に
際
し
市
史
研
究
等
で
対
応
を
想
定
す
る
な
ど
説

明
、
了
承
さ
れ
た
。

　
な
お
、
民
俗
報
告
書
（
映
像
版
）
の
作
成
に
つ
い
て
、
部
会
長

と
そ
の
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
了
承
さ
れ
る
。
　

八　
妻
沼
聖
天
山
の
建
築
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
妻
沼
聖
天
山
の
建
築
専
門
部
会
長　
大
河　
直
躬

１
　
第
三
回
歴
史
部
門
担
当
者
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
二
六
年
二
月
一
一
日
）

　
石
山
秀
和
専
門
調
査
員
・
細
野
健
太
郎
専
門
調
査
員
が
立
正
大

学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
会
議
を
行
っ
た
。
史
料
編
に
掲
載
予
定

で
あ
る
文
書
の
筆
耕
作
業
な
ど
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
た
。
ま
た

執
筆
分
担
を
決
定
し
、
一
部
内
容
を
細
部
に
踏
み
込
ん
で
調
整
し

た
。
最
後
に
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
た
。
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２
　
平
成
二
五
年
度 

第
二
回
専
門
部
会
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
二
六
年
三
月
一
八
日
）

　
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
会
議
を
行
っ
た
。
各
委
員
よ

り
今
年
度
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
調
査
や
作
業
な
ど
の
進
捗
状
況

の
確
認
を
し
た
。
次
に
、
本
の
体
裁
・
章
立
て
等
の
確
認
・
検
討

に
つ
い
て
議
論
し
た
。
章
立
て
と
内
容
で
は
、
貴
惣
門
の
取
り
扱

い
が
問
題
と
な
り
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
写
真
は
、
聖
天
堂
絵
図
な
ど
大
判
の
扱
い
、
カ
ラ
ー
口
絵
、

巻
末
の
白
黒
写
真
、
各
ペ
ー
ジ
の
説
明
写
真
な
ど
も
検
討
し
た
。

最
後
に
、
平
成
二
六
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

３
　
平
成
二
六
年
度 

第
一
回
専
門
部
会
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
二
六
年
六
月
二
三
日
）

　
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
会
議
を
行
っ
た
。
各
委
員
か

ら
活
動
報
告
が
あ
り
、
章
立
て
や
史
料
翻
刻
の
状
況
を
確
認
し

た
。
続
い
て
、
章
節
立
て
を
検
討
し
、
各
執
筆
者
の
記
載
内
容
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
分
担
し
た
執
筆
者
間
で
の
調
整
を
は
か
っ

た
。
さ
ら
に
、
レ
イ
ア
ウ
ト
・
体
裁
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

ペ
ー
ジ
割
は
、
本
全
体
の
頁
数
が
五
〇
〇
頁
く
ら
い
を
計
画
し
、

本
文
一
六
〇
～
二
〇
〇
頁
、
写
真
・
図
版
（
カ
ラ
ー
）
一
〇
〇
～

一
四
〇
頁
、
史
料
集
（
分
冊
）
一
六
〇
～
二
〇
〇
頁
で
、
本
文
は

五
章
立
て
で
一
章
平
均
三
〇
頁
と
計
画
し
た
。

４
　
平
成
二
六
年
度 

第
二
回
専
門
部
会
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
三
日
）

　
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
会
議
を
行
っ
た
。
各
委
員
か

ら
の
進
捗
状
況
の
報
告
が
あ
り
、
掲
載
史
料
の
翻
刻
が
あ
る
程
度

終
了
し
た
こ
と
、
執
筆
や
図
版
の
選
定
な
ど
の
作
業
状
況
を
確
認

し
た
。
次
に
、
本
の
体
裁
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
、
本
文
や
史
料

集
の
文
字
組
み
を
検
討
し
、
本
の
体
裁
は
、
本
文
・
写
真
・
図
版

が
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
ク
ロ
ス
で
、
別
冊
の
史
料
集
が
簡
易
製
本
で
、

箱
入
り
に
す
る
案
で
確
認
し
た
。
続
い
て
、
各
章
ご
と
に
内
容
を

検
討
し
、
執
筆
者
間
の
調
整
を
は
か
り
、
写
真
・
図
版
に
つ
い
て

確
認
し
た
。

九　
仏
像
調
査
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
像
調
査
専
門
部
会
長　
林　
宏
一　
　

　
平
成
二
四
年
よ
り
調
査
を
開
始
し
、
平
成
二
六
年
は
三
年
目
と
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な
る
。
今
年
は
妻
沼
地
域
及
び
旧
熊
谷
市
域
北
部
を
中
心
に
調
査

を
行
っ
た
。
月
に
一
回
、一
日
二
か
寺
の
ペ
ー
ス
で
調
査
を
行
い
、

合
計
九
日
間
、
一
七
の
寺
院
と
御
堂
を
訪
問
し
た
。

　
調
査
内
容
は
、
写
真
撮
影
及
び
寸
法
や
形
状
・
材
質
等
を
記
し

た
調
査
カ
ー
ド
の
作
成
で
あ
る
。
一
年
間
で
約
二
七
〇
点
の
仏
像

等
の
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
調
査
カ
ー
ド
と
写

真
の
整
理
は
西
口
由
子
委
員
、
各
寺
院
と
の
交
渉
は
坂
東
隆
秀
委

員
が
行
っ
た
。

　
平
成
二
六
年
に
実
施
し
た
調
査
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１
　
弥
藤
吾
観
清
寺
（
三
月
一
七
日
）

２
　
弥
藤
吾
福
寿
院
（
三
月
一
七
日
）

３
　
市
ノ
坪
無
量
寺
（
四
月
一
四
日
）

４
　
道
ケ
谷
戸
宝
珠
院
（
五
月
一
九
日
）

５
　
妻
沼
瑞
林
寺
（
五
月
一
九
日
）

６
　
妻
沼
花
蔵
院
（
六
月
一
八
日
）

７
　
上
之
龍
淵
寺
（
六
月
一
八
日
）

８
　
大
塚
龍
昌
寺
（
於 

龍
淵
寺
）（
六
月
一
八
日
）

９
　
中
奈
良
長
慶
寺
（
七
月
三
〇
日
）

10
　
西
城
長
慶
寺
（
七
月
三
〇
日
）

11
　
三
ヶ
尻
龍
泉
寺
（
九
月
一
六
日
）

12
　
東
別
府
香
林
寺
（
本
堂
）（
九
月
一
六
日
）

13
　
奈
良
新
田
西
福
寺
（
一
〇
月
三
一
日
）

14
　
東
別
府
香
林
寺
（
観
音
堂
）（
一
〇
月
三
一
日
）

15
　
三
ヶ
尻
幸
安
寺
（
一
一
月
一
二
日
）

16
　
拾
六
間
徳
蔵
寺
（
一
一
月
一
二
日
）

17
　
下
増
田
観
音
寺
（
一
二
月
一
〇
日
）

　
ま
た
、
現
在
、
妻
沼
聖
天
山
貴
惣
門
の
多
聞
天
が
修
復
中
で
あ

り
、
一
一
月
一
一
日
に
部
会
長
が
視
察
・
調
査
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
就
職
等
に
よ
り
数
名
の
協
力
員
が
辞
任
し
た
た
め
、
今

年
度
よ
り
、
増
田
政
史
氏
を
新
た
に
協
力
員
に
委
嘱
し
た
。

　
最
後
に
、
調
査
先
寺
院
関
係
各
位
の
多
大
な
る
御
協
力
に
対
し

て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。


